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仲間の心に温かい 県北中学校

風を吹かせよう！ R3.3.19(金)
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２学年だより

感謝・決意・感動の卒業式！

３月１２日（金）快晴のもと、第７１回卒業証

書授与式が行われました。新型コロナウイルス

感染症対策として、来賓、在校生は参加せ

ず、代表として生徒会長、２年生各学級委員

長と副委員長、吹奏楽部の生徒のみの参加と

なりました。さらに教職員も３年生の先生方を

中心にわずかな人数での参加となりました。

在校生は、教室での参加となりましたが、と

ても立派な態度でした。温かい拍手から礼法

もしっかりとできており、心がこもった参加態度

を見ることができ、とても嬉しかったです。

また、前日には３年生のためにそれぞれが

自分の仕事を積極的に、そして丁寧に行う姿

に成長した姿を見ることができました。ありがと

うございました。

３年生が卒業し、今週は自分たちが最上級

生になるという自覚が芽生えたでしょうか？

２年生も残り２日です。地に足を付け、決意を

もって最後をまとめていきましょう。そして、３年

生の良いスタートが切れるよう、準備していき

ましょう。 第２学年主任 今村 恵美子

風
～卒業式に参加して～

【 ２年１組 武田さん 】

卒業式を会場で参加してみて、３年生の姿にとて

も感動しました。一人一人堂々と返事をする姿や一

瞬も気を抜かず式に臨む姿を見て、さすが３年生だ

なと思いました。私は、その素晴らしい３年生の後を

引き継ぐとともに、１年後、後輩たちが涙してくれるよ

うな３年生になっていたいです。

【 ２年１組 佐藤くん 】

当日はギャラリーからの参加となりましたが、先輩

たちの後ろ姿はとてもかっこよかったです。 来年は

自分たちがかっこいいと思ってもらえるような姿で式

に臨みたいです。また、後輩から尊敬や感謝される

ような３年生になりたいです。

【 ２年２組 加藤さん 】

私は学級代表として卒業式に参加して、３年生の

偉大さを肌で感じました。入場・退場の堂々とした姿

一人一人の大きな返事、心のこもった合唱、どれも

かっこよかったです。また、先輩方が卒業し、いなく

なる寂しさや来年度への不安も感じました。先輩方

が築き上げた県北中の伝統を私たちがしっかりと引

き継ぎ、学校のよい顔となれるよう努力し続けます。

【 ２年２組 多田くん 】

卒業式に参加し、僕たちも先輩たちのような立派

な３年生になりたい！と思いました。なぜなら、先輩

たちは良い姿勢で相手のことを見て話を聞いたり、

大きな声で返事をしたりと当たり前のことを当たり前

に行い、それをさらにレベルアップさせていたからで

す。僕たちも３年生になった時には先輩たちのような

立派な３年生になれるよう頑張ります。

【 ２年３組 藤原くん 】

卒業式に参加し、とても感動しました。今までお世

話になった先輩方がいなくなってしまうと思うと、とて

も寂しい気持ちでいっぱいになりました。送辞や答

辞を聞いていると、とても泣けてきました。３年生の

姿はとても大きく見えました。その背中をどこまでも

追いかけ、そして追い抜きたいです。

【 ２年３組 遠藤さん 】

私は卒業式で初めて泣きました。なぜかというと、

３年生のきりっとした姿と卒業を喜びながらも仲間と

の別れを惜しむ姿に感動したからです。私たちも来

年には卒業します。先輩方のように、後輩に感動を

与えられる卒業式にするために、学校の最上級生

になるんだという自覚をもって、後輩の鏡になる学校

生活を送っていきたいです。



【２年生最後の学年集会】
３月１７日（水）に、２年生最後の学年集会を行いまし

た。各学級委員長が１年間を振り返って自分のクラス

のよいところと改善点を発表しました。さらに、学年全

体として藤原琥珀くんが３年生への決意も含めて発表

しました。自分で物事を考え、判断し、行動でき

る３年生になっていきましょう！

修学旅行で何を実践するか？
「通路にゴミが一つもなく大変驚きました。」「大変き

れいにご利用いただき感激した」こんな文面の一通

の封書が１月下旬、毛呂山町立川角中学校（毛呂

山町川角、生徒数３６９人）に届いた。差出人は、東

京駅で新幹線車両の清掃業務担当する会社の女

性社員。同校の２年生が修学旅行で東海道新幹線

を利用した際、生徒らの行き届いた清掃に感激した

女性からのお礼だった。大里治泰校長（５４）は、「３

０年間の教師生活で初めて。当たり前のことをやっ

て、それを認めてくれる人がいることに感謝の気持

ちでいっぱいです」と話している。

送付された手紙は便箋２枚。「貴校に利用いただ

いた車両の清掃を担当した者です」と始まり、車両

にごみがなかったことに触れ、「貴校の普段の教育

ならびに引率教員の方の行き届いた指導を、生徒

の皆さまがよく理解され、大変きれいにご利用いた

だき、感激した」とつづられている。

さらに、「おそらく生徒の皆さまが素晴らしい学園

生活を送っておられるだろうこと。そして校長先生を

はじめ、諸先生方の行き届いた学生のみなさんに対

する思いを深く感じながら楽しく清掃させていただき

ました。ひと言お礼を申し上げたく、筆を取りました」

と、送付理由を記している。

封書には「見ると幸せになれる」という都市伝説の

ある東海道新幹線の軌道を検査する車両「新幹線

電気軌道総合試験車（愛称：ドクターイエロー）」の

写真も同封されていた。

同校によると、２年生１２３人は１月２０日から２２日

まで２泊３日の日程で、京都・奈良に修学旅行した。

最終日２２日は清水寺などを見学した後、京都駅か

ら午後１時６分発の「のぞみ」に乗車。同３時２３分に

東京駅に到着した。

生徒らは東京駅で降車する際、用意したごみ袋

にごみを入れ、イスは元に戻すとともに、ヘッドカバ

ーを張り直し、床に落ちたお菓子などのごみを拾っ

た。ごみ袋はまとめて車両の出入り口脇に集めた。

同校ではあいさつなど５項目の達成目標を設定

し、指導している。ただ、大里校長は「車両のごみを

持ち帰る指導はしていない」と話す。

女性からの手紙が届いたのは、１月２５日。校長ら

は、学年集会で手紙の内容を生徒に報告するととも

に、学年主任の教諭が女性宛てにお礼の手紙を送

付した。手紙のコピーと同封された「ドクターイエロ

ー」の写真は２年生の教室前の廊下に貼り出されて

いる。修学旅行の実行委員長を務めた斉藤望さん

は、「思い出に残るイベントにするため、マナーを守

ることを目標にした。車両のごみは実行委員が率先

して片付け、周囲の生徒らも協力してくれた。自分

たちで実行したことに感謝され、最高の思い出にな

った」喜んでいる。 （埼玉新聞 ３月２日付）

＊誇りある行動をした川角中学校の生徒の人間性

は何と豊かなのだろうと思います。私は、こうい

うことを何気なく、さらりとやってしまえるよう

な生徒に育てていきたいのです。まわりの人たち

に喜びを与えられるような、人のためにひと肌脱

げるようなそんな人になってほしいのです。

３月 22日(月)

朝自習：ナビ 理科⑮

１ 月 １

２ 月 ２ 県立後期試験

３ 月 ３
完全下校１７：４５

４ 月 ４

５ 月 ５

６ 月 ６

普通時程 弁 当 普通清掃 部活あり

３月 2３日(火)修了式

～７：５０ 登 校

８：００～８：１５ 朝の学活

８：２０～８：２５ 体育館入場

８：２５～８：５５ 修了式

８：５５～９：００ 体育館退場

９：１０～１０：２５ 美化作業

１０：３５～１１：２０ 学級活動

１１：２０～ 教室移動 終了後下校

＊部活動なし＊


